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１ 研究の概要 

２ 研究の目的と背景 

３ 研究内容 

（１）自己修復性を有するアルミニウム防食用ハイブリッド表面層の開発に関する研究 

自己修復性を有するハイブリッド表面層の開発を目指し，研究を行なった．ここで本ハイ

ブリッド層は，これまで我々の研究グループで開発してきた，スクラッチシールド皮膜，お

よび自己修復性塗膜という２種類の異なる機構で表面層に欠陥が生じたさいにもすみやか

に欠陥部に自己修復構造を形成することで，高耐食性を長期間にわたり，維持することがで

きるものである．本研究では，このような皮膜の自己修復性，欠陥形成後の耐食性，ならび

に自己修復速度について評価を行なった． 

本研究の成果としてこのような表面層を形成することで，表面層に欠陥が形成したさいに

も耐食性が維持されることが表面観察結果，および電気化学インピーダンス測定より明らか

となった．加えて，このような表面層は自己修復速度にも優れ，表面反応測定装置による評

価からは欠陥形成後約 20 min 後にはほぼ完全に欠陥部の修復が完了すると推察される． 

上記より自己修復性を有するハイブリッド表面層の開発に成功したと言える． 

 

４ 本研究が実社会にどう活かされるかー展望 

上記の通り，これまで用いられてきた防食用表面層とは全く異なる自己修復性という特性を有

するものの開発に成功した．これが実用化されれば，よりアルミニウム材料が用いられている環

境，例えば自転車のフレームなどの圧倒的な長寿命化が実現できるものと考えられる． 

 

５ 教歴・研究歴の流れにおける今回研究の位置づけ 

 研究代表者である千葉は，これまでも自己修復性を有する金属防食層の開発を行なってきた．

その一方で，本研究で実施した異なる２種の自己修復性を有する防食層を組み合わせることで単

相よりも圧倒的に高い性能を有するものが実現できることが明らかとなった．このような発見は今

後の研究においても大きな一歩になるものと確信している． 
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７ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

なし 

    

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

なし 

 

８ 事業内容についての問い合わせ先 

所属機関名： 旭川工業高等専門学校 

（アサヒカワコウギョウコウトウセンモンガッコウ） 

住    所： 〒071-8142 

北海道旭川市春光台2条2丁目1-6 

担  当  者： 研究協力係主任 宮下優子（ミヤシタユウコ） 

担 当 部 署： 総務課研究協力係（ソウムカケンキュウキョウリョクガカリ） 

E - m a i l： s_kenkyu@asahikawa-nct.ac.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ： https://www.asahikawa-nct.ac.jp 
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